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「語る子ども」という視点からの作品分析に当たっては、1990 年代から 2000 年代に書かれた
作品群から「語る子ども」の様相が異なる 4 作品を選び、論じた。まず、梨木香歩の『西の魔女
が死んだ』では、主人公が一瞬ではあるが大人になることに抗う意識を見せる点を捉え、「語る子
ども」としての微かな可能性が見えることを読み解いた。この作品には、すでに多くの論考が存
在するが、それらを踏まえた上で、従来の論が示した批評とは異なる、独自の視点からの論を展
開した。次の、岩瀬成子の『もうちょっとだけ子どもでいよう』では、中学生と小学生の姉妹そ
れぞれに焦点を当てるだけでなく、母親にも触れる論考を行い、「子どもと大人」の区分を問うこ
とが効果的に行われている。続いて梨屋アリエの『スリースターズ』を取り上げた。この作品は
2000 年以降、児童文学でもネグレクトや親の過干渉などの問題が扱われるようになった中の一冊
であり、家庭問題や貧困という社会問題的な視点からの論評が見られるが、本論文ではより広く、
過酷な現状を生き抜く「サバイバル」の問題追究として捉え、3 人の少女主人公だけでなく脇役
的な登場人物も視野に入れることで、「語る子ども」という視点からの考察をより幅広く為し得て
いる。最後にいしいしんじの『麦ふみクーツェ』を取り上げた。一般的に、「子どもと大人」の関
係についてはリアリズム系の作品で論じられることが多い中、本論文では、日常と非日常が交差
する異質な作品を敢えて考察の対象にし、非日常的な設定の上に展開する日常的な世界、音楽、
声といった要素が盛り込まれた本作品が、「ヤングアダルト」および「語る子ども」を考える上で、
新鮮な視点を持っていることを指摘した。この作品に対する果敢な読解は、このジャンルの追究
可能性に一石を投じたものとして評価できる。 
終章では、改めて 1980 年代以降に書かれた現代日本児童文学におけるＹＡ作品を俯瞰した上
で、ヤングアダルトの存在を説明しうる 4 作品を選んだこと、「子どもと大人」の関係に着目す
ることでこれらの作品における「語る子ども」の在り方を提示したことを、まとめている。 
公開審査では、テーマや作品選定の経緯について、「ヤングアダルト」という状態と従来の「子
ども」から「大人」への移行の問題などについての質疑に対して丁寧かつ適切な応答がなされ、
本論の意義が一層明確になった。本論文は「ヤングアダルト」文学論として、確固たる基盤をも
つ一つの論として成立していることが示され、今後の児童文学研究に新たな可能性を開くものと
いえる。 
なお、学位請求者については、これまでの経歴や業績から課程博士と同等以上の学識を有する
と認定した。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
